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生薬材料など，植物資源の学名がなかなか安定しないことに対する不満は大きいと思われる．学名の決定に関する要
素は少なくとも３つあり，第１は基原植物である植物集団の認識と識別（自然群の認識），第２は流通している生薬材料と
自然群との対応（生薬材料の識別と同定），第３は基原植物の学名の問題であり，具体的には学名の基準標本がどの自
然群と対応しているかという問題に読みかえることができる． 
分類学で通常取り扱うのは第１と第３の問題であり『基原植物の学名の示す範囲』とは，その学名の基準標本を含む自
然群の範囲だということになる．ここでは日本薬局方外生薬規格に Arisaema heterophyllum，A. erubescens として収載さ
れるテンナンショウ属植物などに例を取り，その正体と学名の不確定性について紹介する． 


